
堺市上下水道局



特定施設の届出をした者の地
位を承継した場合

　承　継　届
　（様式第12）

承継の日から30日
以内

 法第12条の8
10万円以下の過
料

（注）「特定施設使用廃止届」の対象となるのは設置されている同じ特定施設番号のすべての施設の使用をやめることによ
り、その特定施設番号がなくなる場合をいい、同じ特定施設番号の施設が複数あり、その一部の施設の使用をやめる
場合は「特定施設の構造等変更届」の対象としております。

 法第12条の4
3月以下の懲役
または20万円以
下の罰金

氏名・所在地・名称等に変更
があった場合

　氏名変更等届
　（様式第10）

変更の日から30日
以内

 法第12条の7
10万円以下の過
料

特定施設の使用を廃止した場
合

 特定施設使用廃止届
  　（様式第11）

廃止の日から30日
以内

 法第12条の7
10万円以下の過
料

１．下水道法に基づく特定施設の届出

　特定施設を設置する工場・事業場は公共下水道を使用する場合、次のような届出をしてください。

届出を要する場合 届出の種類及び様式 届出の期限 法律上の根拠 罰　　　則

特定施設を新しく設置しよう
とする場合

　特定施設設置届
　 （様式第6）

あらかじめ。ただ
し、届出が受理さ
れた翌日から起算
して、60日を経過
したのちでなけれ
ば設置工事に着手
できませんので注
意してください。

法第12条の3
第1項

3月以下の懲役
または20万円以
下の罰金

使用している施設が新たに特
定施設に指定された場合
（設置工事中のものも含
む。）

　特定施設使用届
　 （様式第7）

特定施設に指定さ
れた日から30日以
内

法第12条の3
第2項

20万円以下の罰
金

特定施設を設置している工
場・事業場が新たに公共下水
道を使用する場合

公共下水道を使用
することになった
日から30日以内

法第12条の3
第3項

特定施設の届出事業場が次の
届出内容を変更しようとする
場合
・特定施設の構造
・特定施設の使用の方法
・汚水の処理の方法
・下水の量及び水質、用水
　及び排水の系統

特定施設の
     構造等変更届
　
  （様式第8）

あらかじめ。ただ
し、特定施設の構
造、使用方法及び
汚水の処理の方法
の変更について
は、届出が受理さ
れた翌日から起算
して、60日を経過
したのちでなけれ
ば変更の工事に着
手できませんので
注意してくださ
い。



(1)　各種届出書

(2)　実施制限期間短縮願

(3)　届出書の提出部数

(4)　提出期限

(5)　提出先

〠 590-0902　 堺市堺区松屋大和川通4丁147-1

堺市　上下水道局　三宝水再生センター　水質規制係

TEL 072-229-1700    FAX 072-232-4957

添
　
付
　
図
　
面

○　工場又は事業場の周辺見取図
○　工場又は事業場内の建物等の配置図、特定施
　　設、除害施設、主要機械、主要装置の配置図及
　　び特定施設から除害施設に至る導水路図
○　特定施設の構造概要図
○　除害施設の構造概要図
○　特定施設を含む操業系統図、汚水の処理系統図
○　用水及び排水の系統図

別図ー１
別図ー２

別図ー３
別図ー４
別図ー５
別図ー６

　特定施設の設置又は構造等の変更の届出にあたり、特別な事情により早急に工事をなどを行う必要がある
場合は、実施制限期間の短縮を願い出ることができます。その場合、実施制限期間短縮願を届出書に添付し
て下さい。届出内容が相当と認められる場合は実施制限期間の短縮を行うことができます。

　正本１部を提出して下さい。ただし、流域関連公共下水道の区域に下水を排除する場合は正本とその写
し、計２部を提出して下さい。大きさは原則、Ａ４としてください。なお、届出書の写しを作成して保管し
ておくと、次回の届出に役立ちますのでお勧めします。

　下水道法に基づく届出の種類とその提出期限については、前頁の表のとおりです。法に定める期限内に届
出ないものは、処罰されることがあります。（法第47条の2、法第49条、法第51条）

書　　類　　な　　ど　　の　　名　　称 様　 式　 な　 ど

届
出
書

○　特定施設設置届出書
○　特定施設使用届出書
○　特定施設の構造等変更届出書

様式第6（第8条関係）
様式第7（第9条関係）
様式第8（第10条関係）

添
付
書
類

○　特定施設の構造及び使用の方法
○　汚水の処理の方法
○　下水の量・水質・用水及び排水の系統

別紙－１
別紙－２
別紙－３

（特定施設の構造等変更届は別紙-3及び別紙-4）

２．届出の方法

　公共下水道を使用する工場・事業場が新たに特定施設を設置しようとする場合、公共下水道を使用する特定施
設の設置者が特定施設の構造等を変更しようとする場合、公共下水道を使用する工場・事業場に設置している施
設が新たに特定施設に指定された場合及び特定施設の設置者が新たに公共下水道を使用することとなった場合は
次の届出が必要となります。



(1)　実施の制限

(2)　計画変更命令

(3)　届出者の遵守義務等

● 　シアン、カドミウム等の有害物質を使用する特定事業場
●

●

(4)　事故時の措置（法第12条の9）

(5)　水質測定義務等（法第12条の12）

様式第13（第15条関係）

1.

2.

備考 　採水の年月日と分析の年月日が異なる場合には、備考欄にこれを明示すること。

　ダイオキシン類についての測定記録は、ダイオキシン類の量をその毒性に応じて下水の水質の検定方法
等に関する省令（昭和37年 厚生省令・建設省令第1号）第9条に規定するところにより2,3,7,8-四塩化ジベ
ンゾ-パラ-ジオキシンの量に換算した数値で行うこと。

水質測定記録表

測定年月日
及び時刻

測  定  場  所 特定施設の
使用状況

採
水
者

分
析
者

測 定 項 目
備　考

名 称 排水量㎥／日

　特定施設設置届又は特定施設の構造等変更届（下水の量・水質及び排水系統のみの変更の場合を除く。）
に関わる工事は届出が受理された日の翌日から起算して、60日を経過したのちでなければ着手できませんの
で注意してください。（法第12条の6第1項）
　ただし、公共下水道管理者が届出の内容が相当であると認め、実施制限期間の短縮を許可した場合は、解
除した日から工事に着手できます。（法第12条の6第2項）

　公共下水道管理者は実施の制限がかかる届出に関しては届出書受理後、届出内容（特定施設の構造、使用
の方法、汚水の処理の方法等)に関して技術審査を行います。計画内容が下水排除基準に定められた水質に適
合しないと認められる場合は計画の変更(計画の廃止を含む。）を命ずることがあります。(法第12条の5)

　下水排除基準に適合しない水質の下水を排除した場合、以下の事業場は行政措置(改善命令等）をまたずに
警察の摘発を受ける場合がありますので注意して下さい。(法第46条の2)

　亜鉛、銅等の重金属を含む下水を排出する事業場で総排水量が30㎥／日以上の

特定事業場

　ＰＨ、BOD､浮遊物質、油等を含む下水を排出する事業場で総排水量が50㎥／日

以上の特定事業場

　特定事業場から下水を排除して公共下水道を使用するものは、有害物質又は油が事業場から排出され、公
共下水道へ流入する事故が発生したときは、排出を防ぐ応急措置を講じるとともに、速やかに、その事故の
状況や講じた措置の概要を公共下水道管理者に報告しなければなりません。

　特定施設の設置者は排水口における水質を測定する義務がありますので排水の水質を定期的に測定して下
さい。
　なお、測定結果は以下の様式（下水道法施行規則第15条第5号）の水質測定記録表により記録し、その記録
を5年間保存するとともに公共下水道管理者が提出を求めた場合は報告して下さい。

３．届出後の注意事項



氏名又は名称及び法人に

あってはその代表者の氏名

様式第６(第８条関係)

別紙のとおり。

別紙のとおり。

業 場 の 名 称

工場又は事業

場 の 所 在 地

△

申請者

堺工業㈱　大和川工場

堺市公共下水道管理者殿

　　堺市堺区南瓦町3番1号

特 定 施 設 の

令和＊＊年＊＊月＊＊日

処 理 の 方 法

使 用 の 方 法

住　所

氏　名

種 類

※受理年月日

※ 整 理 番 号

　酸又はアルカリによる表面処理施設

　   堺　　工　　業　　㈱

別紙のとおり。 ※ 審 査 結 果

特 定 施 設 の

代表取締役社長   堺　太　郎

工 場 又 は 事

※備　　　考

△

汚 水 の

特 定 施 設 の△

△

構 造

　61号－ハ　圧　延　施　設

　　　年　　月　　日

※ 施 設 番 号

堺市堺区松屋大和川通
4丁147-1

下 水 の 量

別紙のとおり。

③

④

　備考 １ △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。

　　　 ２ ※印の欄には、記載しないこと。

排 水 の 系 統

△ 用 水 及 び

別紙のとおり。

　　　 ３ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむ得ないものを除き、日本工業規格A４とすること。

及 び 水 質

特 定 施 設 設 置 届 出 書

　65号

　下水道法第12条の3第1項の規定により、特定施設の設置について、次のとおり届け出
ます。

②

①

電話番号 ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊



①　届出を行う年月日を記入して下さい。

②　申請者の住所、電話、氏名

1　法人の場合は、本社などの所在地または当該事業場の所在地を記入して下さい。

2　申請者が法人にあっては、名称及び代表者の肩書き及び氏名を記入して下さい。

③　特定施設を設置しようとする事業場の名称及び所在地を記入して下さい。

④　水質汚濁防止法施行令別表第1及びダイオキシン類対策特別措置法施行令別表第2

に掲げる特定施設番号及び施設名（特定施設の種類が複数ある場合は、すべての特

定施設番号、施設名）を記入して下さい。

届出書記入例（鑑）



　使用時の汚水量及び水質の欄の記載については、別図によることとし、操業系統の図面とかねて記入してもよ
い。

使 用 時 の 汚 水
の 量 及 び 水 質

別図 5

4　　基 2　　基参 考 事 項

備考

別紙1

特定施設の構造及び使用の方法

　のとおり。 別図 5

及び１日当たりの使用量   中　和　用  ○○kg／日（補給分）

　　 原 材 料　　鋼   板   ○○ｔ／日

　のとおり。

⑪

季節変動なし

⑨

　　60％硫酸

原材料　　鋼板　◇◇ｔ／日

原材料の種類、使用方法   表面処理用 ○○ ℓ／日（補給分）

　　生 石 灰 

⑩ 老 化 廃 液 の 分 離 方 法
老化濃厚廃液　○○ℓ／月

産業廃棄物業者委託処分

⑧ 使用の季節的変動の概要 4～6月は通常の50％増し

⑥ 操 業 系 統 別図 5 　のとおり。 別図 5 　のとおり。

⑦
１ 日 当 た り 9 時から 17 時まで 9 時から 17 時まで

の 使 用 時 間 4 時間／日 7 時間／日

④ 鋼板　○○ｔ／時間／基 鋼板　◇◇ｔ／時間／基能　力（時間当たり）

⑤
特定施設を含む主要機械

別図 2 　のとおり。 別図 2 　のとおり。
又 は 装 置 の 設 置 場 所

縦○○㎜×横○○㎜×奥行○○㎜ 縦○○㎜×横○○㎜×奥行○○㎜③ 主 要 寸 法

令和 ◇◇ 年 ◇◇ 月 ◇◇ 日使用開始(予定）年月日 令和 ◇◇ 年 ◇◇ 月 ◇◇ 日

×× 年 ×× 月 ××

○○

鋼鉄製ビニールライニング 鋼鉄製（一部ステンレス）② 構 造

令和 日×××× 年 ×× 月日完 成 ( 予 定 ） 年 月 日 令和

○○社製○○型　連続式

着 工 ( 予 定 ） 年 月 日 令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日月令和 ○○ 年 ○○日

① 特 定 施 設 名
　65号　

61号-ハ　圧　延　施　設
　酸又はアルカリによる表面処理施設

型 式 ◎◎社製◎◎型



◎　各欄の記入で１項でも異にするものについては、別々の欄に記入して下さい。な
お、特定施設の数が多い場合は、別表に必要事項を記入して届出書に添付してもかま
いません。その場合、（別紙１）の参考事項の項に「別表のとおり」と記入して下さ
い。

◎　構造等変更届の場合、構造、使用の方法を変更する特定施設に関しては変更前、変
更後の欄に、その内容を記入して下さい。変更のない特定施設については、変更前
の欄を記入し、変更後の欄は斜線を引き参考事項の項に変更なしと記入して下さい。
このことは、別紙2についても同じです。

①　水質汚濁防止法施行令別表第１及びダイオキシン類特別措置法施行令別表第2に掲げ
る施設番号及び名称を記入して下さい。
　構造等変更届では、設置されているすべての特定施設について、その名称及び施設
番号を記入して下さい。変更しない特定施設は変更後の欄に斜線を引き、参考事項の
項に変更なしと記入して下さい。

②　特定施設の主な構成材料を記入して下さい。
（例）　コンクリート製、ステンレス製、鋼鉄製、塩化ビニール製など

③　特定施設の大きさなどを表示して下さい。
（例）　縦○○（㎜）×横○○（㎜）×奥行○○（㎜）及び内容積（㎥）、特定施設
　　　　の所要面積（㎡）など

④　特定施設をフル稼働した場合の原材料を処理できる1基当たりの時間能力を記入して
下さい。
（例）　原材料○○　　◇◇ｔ／時間／基

⑤　（別図２）に記入して下さい。

⑥　（別図５）に特定施設を含む生産工程をフローシートとして記入して下さい。

⑦　特定施設の使用間隔や1日当たりの使用時間を記入して下さい。

⑧　季節変動があるときは記入して下さい。ないときは「なし」と記入して下さい。
（例）　４～６月は通常の50％増し

⑨　特定施設で使用する原材料、消耗資材などの種類、使用の方法及び使用量を記入して
下さい。
（例）　原材料　　鋼板　○○ｔ／日

[60％硫酸　表面処理用　○○ℓ／日（持ち出し分補給）]
[消 石 灰　中和用　    ○○kg／日（持ち出し分補給）]

⑩　特定施設から排出される廃液などの処理方法について記入して下さい。
（例）　濃厚老化廃液　○○ｔ／月／基については、産業廃棄物処理業者委託処分
　　　その他の廃液は排水処理施設にて処理。

⑪　特定施設の基数（同型式、同能力のものに限る。）などを記入して下さい。
　　構造等変更届出では廃止、新設、移設の別を記入して下さい。

（例）　3基新設。　2基使用し、1基は予備のため未使用。

届出書記入例（別紙1）



別紙２

備考　１．汚水の集水及び導水方法の欄の記載については、別図によることとし、施設から除害施設

　　　　に至る導水路並びに工場内の排水経路を明らかにすること。

　　　２．処理前後の水量及び水質の欄の記載については、別図によることとし、汚水の集水及び導

　　　　水方法の欄の図面に記入してもよい。

排 除 方 法 ( 排 水 口

の 位 置 、 数 、 排 出 先 ）

り の 使 用 時 間 及 び そ

の 季 節 的 変 動 の 概 要

汚 水 の 処 理 系 統

使用開始 (予定）年月日

着 工 ( 予 定 ） 年 月 日

                高分子凝集剤 ○○kg/日

⑥ そ の 他 の 記 載 事 項

別図 2

公 共 下 水 道 へ の

⑤ 残 さ の 量 及 び
そ の 処 理 の 方 法

○○

令和 ××

令和 ◇◇

処 理 前 後 の
水 量 及 び 水 質

年

②

除害施設の種類、型式、

構造、主要寸法、時間能

力及び汚水の処理の方法

④
汚 水 の 処 理 に 要 す る

消 耗 資 材 の １ 日 当 た

り の 用 途 別 使 用 量

③

汚水の集水及び導水方法

除 害 施 設 の １ 日 当 た

5 　のとおり。

9

別図

17 時まで時から

除 害 施 設 の 設 置 場 所 別図 2 　のとおり。

月

日○○ 月

別図 　のとおり。

○○

日年 ××

日

日完 成 ( 予 定 ） 年 月 日

① 除 害 施 設 名 中和・凝集沈殿処理施設

汚水の処理の方法

日

月

月

月

処理能力　◇◇㎥／時間

縦○○×㎜横○○㎜×奥行○○㎜

中和・凝集沈殿処理法

年 ◇◇ 月 ◇◇ 日 年

令和 年

年

○○社製◎◎型　連続式

（詳細は別図４参照）

××

              　　 生 石 灰    ○○kg/日

8 時間／日

脱水ケーキ（含水率75％）
　　　　○○t/月

　のとおり。

　のとおり。

               　 カセイソーダ 　○○kg/日

時まで

　のとおり。

　のとおり。

別図 　のとおり。

時間／日

別図

2

凝集沈殿処理 － 硫酸第一鉄○○kg/日

産業廃棄物業者委託処分

別図 5 　のとおり。

別図

中 和 処 理 －硫酸（60％）○○ ℓ/日

別図

時から



①　汚水などの処理施設の一般的名称。

　還元処理、中和処理、凝集沈殿処理などが一連である場合は、その処理方法を列記

して下さい。処理方法が同じであっても、別系列の場合は別の欄に当該名称を記入し

て下さい。

（例）　還元、中和、凝集沈殿処理施設

② ⇒　施設名を記入して下さい。（□□社製◇◇型）

  構造について　　　　　　　　　　　　　⇒　施設の主な構成材料を記入して下さい。

　主要寸法について ⇒　施設の主要寸法などを記入して下さい。

　能力については ⇒　時間当たり処理できる汚水量（○○㎥／時間）及び発生

　する汚泥を処理する脱水機等の処理能力（○○ℓ／回）も

　記入してください。

(注）この項には主なものについてのみ記入し、詳細は（別図４）に記入して下さい。

③　除害施設の使用間隔、1日の使用時間及び季節変動などを記入して下さい。

④　排水処理に要する消耗資材（薬品、オイルマットなど）の1日当たりの使用量を用途

別（還元処理、中和処理、凝集沈殿処理、オイル吸着など処理方法別）に記入して下

さい。

⑤　排水処理により脱水ケーキなどの量及び処分の方法を記入して下さい。

⑥　排水処理の方法などについて参考となるべき事項を記入して下さい。

届出書記入例（別紙2）

　種類、型式について



　　　　すること。

１．工場又は事業場の周辺の見取図。

２．工場又は事業場の敷地内の建物等の配置図、特

　特定施設、除害施設、主要機械、主要装置の配置図、

　特定施設から除害施設に至る導水路図。

３．特定施設の構造概要図。

４．除害施設の構造概要図。

５．特定施設を含む操業系統図、汚水の処理系統図。

６．用水及び排水の系統図。

㎥／日

㎥／日

④ 参 考 作業排水 生活排水 生活排水

⑤

用
水
の
種
類
及
び
量

上 水 道
備　考　　用水の用途別使用量(日量）は、系統図に記載すること。

地 下 水 ⑥ 用水量と排水量の差はクーリングタワー
による蒸発があるため。

工 業 用 水
添付図面

合 計

用水及び排水の系統図 別 図 ６ の と お り

20.0

40.0

70.0

亜鉛
平 均 1.0

最 大 2以下

最 大 2以下

最 大 5以下

最 大 600未満

最 大

最 大 5.1～8.9

③

　
　
水
　
　
　
質
（

単
位
㎎
／
ℓ
・
P
H
を
除
く
）

ＰＨ
平 均 6.0～8.0

600未満

N-ﾍｷｻﾝ

平 均

ＢＯＤ
平 均 100

ＳＳ
平 均 100

1.0

クロム
平 均 1.0

生 活 排 水

合 計

平 均 50.0 5.0 5.0 60.0

最 大 75.0 7.5 7.5 90.0

②

　
排

　
水

　
量

（

㎥

／

日

）

作 業 排 水 30.0 30.0

冷 却 水 20.0 20.0

5.0 5.0 10.0

別紙３

下水の量及び水質・用水及び排水の系統

① №１ №２ №３ 合 計
排 水 口
番 号

10.0 ㎥／日

㎥／日

㎥／日



①　排水口は公共下水道へ排除するためのすべての排水口番号を記入して下さい。

②　排水の量は排水の種類に応じ、排水口別に下水の通常の量及び最大の量を記入

して下さい。

③　水質は使用原材料、使用薬品などからみて、公共下水道へ排除される可能性のあ

る項目について排水口別に下水の水質の通常の値及び最大の値を記入して下さい。

④　備考欄には、下水の種類を記入して下さい。

(例）　作業排水、冷却水、生活排水などの別。

⑤　用水の種類及び量は事業場で使用する用水の通常の量を記入して下さい。

⑥　用水量と排水量に差が生じる場合は、その理由を欄外へ記入して下さい。

(例）　用水量と排水量の差はクーリングタワーによる蒸発があるため。

(例）　用水量と排水量の差は製品への持ち出しによる。

届出書記入例（別紙3）



　

○○号　特定施設名

（◇◇機）

××装置

№１ №２ 汚水処理施設
(除害施設）

№2排水口
公共下水道へ

№１排水口
公共下水道へ

公共下水道
公　道

ボ
イ
ラ
ー

事務所
□□号　特定施設名

○○機
（◎◎機）

手
洗
い
場 ○○機 №１ №２

風呂場

食　堂

別図1　　工場又は事業場の周辺の見取図

別図２ 　工場内の建物などの配置図及び特定施設、除害施設、主要機械、主要装置の配置
図、特定施設から除害施設に至る導水路図、用水及び排水の導水路図

公　道

上水道 工業用水

府
道
臨
海
線

大和川

Ｎ

三宝水再生センター

水質規制係
〒５９０－０９０２

堺市堺区松屋大和川通4丁147-1
TEL 072-229-1700
FAX 072-232-4957

堺市 三宝

水再生センター

阪神高速

湾 岸 線

松屋町



◎　工場又は事業場の場所がわかる周辺の地図を添付して下さい。

◎　工場又は事業場の敷地を赤色で囲み、その場所を明示して下さい。

◎　工場又は事業場の敷地内の建物、特定施設、除害施設、主要機械、主要装置などの

名称及び用水が各施設などをとおり、公共下水道に排除される導水路などを判りやす

く記入して下さい。

◎　構造等変更届の場合は変更前、変更後の図面を添付し、変更のないものについても

変更なしと記入し、図面を添付して下さい。（別図３～６に関しても同じ）

◎　特定施設、除害施設及び用水、排水などの色分け。

特定施設は 赤で囲む。

除害施設は 緑で囲む。

　　構造等変更届の変更部分については

特定施設は 赤で塗りつぶす。

除害施設は 緑で塗りつぶす。

　　用水、排水については、種類ごとに色分けし判りやすく明示して下さい。

(例）　用　　水（上水、工業用水、地下水など） 水　色

　　　 作業排水（処理を必要とする排水） 茶　色

　　　 作業排水（冷却水など処理を必要としない排水） 茶　色

　　　 雑 排 水（生活排水など作業排水外の排水） 黄　色

　　　 循 環 水 紫　色

届出書記入例

別図1　工場又は事業場周辺見取図

別図2　工場内の建物などの配置図及び特定施設、除害施設、主要機械、　

　　　主要装置の配置図。特定施設から除害施設に至る導水路図、用水

　　　及び排水の導水路図。



65号　酸又はアルカリ
による表面処理施設

＝撹拌機

　　Ｐ　Ｈ　◎◎

　　Ｚ　ｎ　○○㎎／ℓ

脱水ケーキは産業廃棄物業者委託処分 硫　酸　槽 塩化ビニール製 ○○㎥ 注入ポンプ・撹拌機

カセイソーダ槽 塩化ビニール製 ○○㎥ 注入ポンプ・撹拌機

硫酸第1鉄槽 塩化ビニール製 ○○㎥ 注入ポンプ・撹拌機

ホッパー
消 石 灰 層 塩化ビニール製 ○○㎥ 注入ポンプ・撹拌機

高分子凝集剤槽 塩化ビニール製 ○○㎥ 注入ポンプ・撹拌機

脱水機
汚泥濃縮槽 鋼　鉄　製 ○○㎥

脱水ろ液　△△㎥／日 脱　水　機 鋼　鉄　製 ろ過容量△△ℓ／回 打ち込みポンプ

沈降分離槽 鋼　鉄　製 ○○㎥ 排水ポンプ

中　和　槽 鋼　鉄　製 ○○㎥ 撹拌機・ＰＨ計

放　流　槽 鋼　鉄　製 ○○㎥ ＰＨ計・記録計

原　　水　槽 コンクリート製 ○○㎥ 排水ポンプ

凝集反応槽 鋼　鉄　製 ○○㎥ 撹拌機・ＰＨ計 　　Ｃ　ｒ　○○㎎／ℓ

放流水

○○㎥／日

凝集沈殿・中和処理施設（処理能力　○○㎥／時間）
（処理後水質）

汚泥濃縮槽 　　Ｐ　Ｈ　○○

施設名称 構造又は型式 有効容量又は能力 付帯設備・機器 　　Ｓ　Ｓ　○○㎎／ℓ

＝ＰＨ計

　　Ｓ　Ｓ　◎◎㎎／ℓ

　　Ｚ　ｎ　◎◎㎎／ℓ

　　Ｃ　ｒ　◎◎㎎／ℓ

沈降分離槽

原水槽
凝集反応槽 中和槽 放流槽

流入水

◎◎㎥／日

（処理前水質）

◎◎㎜

（注）構造が煩雑な場合は平面図、
　　　立面図、側面図などを添付す
　　　ること。

◎◎㎜

別図４　　除害施設の構造概要図

硫酸第一鉄槽 消石灰槽 高分子凝集剤槽 カセイソーダ槽 硫　酸　槽

別図３　　特定施設の構造概要図

◎◎㎜

◎◎㎜

◎◎㎜

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

ＭＭ

Ｐ

Ｐ

Ｍ



◎　特定施設番号及び特定施設の名称を記入して下さい。

◎　構造が煩雑な場合は、平面図、立面図、側面図などを添付して下さい。

◎　構造等変更届で届けられている複数の特定施設のうち、一部の特定施設の使用をや

める場合でも使用をやめる特定施設の構造概要図も添付し、廃止と記入して下さい。

◎　除害施設の各施設の構造図に施設の名称及び寸法（有効容量㎥）、付帯設備などを

記入し、汚水処理の工程をフローシートとして判りやすく示して下さい。

◎　（別紙２）の②の項に記入できなかった事項については、この図面に記入して下

さい。

◎　仕様書、設計図面及び水質説明書を添付して下さい。

別図３　　特定施設の構造概要図

別図４　　除害施設の構造図



①

②

③

④

⑤

⑥

○○号 ① 使用材料（1基当たり×4基）

特定施設名(4基） □□　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日）

△△　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日）

使用薬品（1基当たり×4基）

◇◇　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日） ③ ④
▽▽　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日） ⑥
使用材料（1基当たり×2基）

□□　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日） №１排水口

△△　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日）

△△号 使用薬品（1基当たり×2基）

特定施設名(2基） ② ◇◇　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日）

▽▽　　○ｋｇ／ｈ（◎ｋｇ／日）

⑤

⑤ (用水）
上 水 道　 ○○㎥／日 ⑤ (排水）

作業排水　○○㎥／日

⑥ (用水）
上 水 道　 ○○㎥／日 ⑥ (排水）

作業排水　○○㎥／日

① (用水） ① (排水） ③ (流入汚水量） ④ (処理汚水量） ⑦ (総排水量）
上 水 道　 ○○㎥／日 作業排水◇◇㎥／日 流入汚水量　□□㎥／日 処理汚水量　□□㎥／日 総排水量　◎◎㎥／日

工業用水　◇◇㎥／日 冷 却 水○○㎥／日 （排水①＋排水②） （排水④＋排水⑤＋排水⑥）

合　　　計　◎◎㎥／日 合　　　計◎◎㎥／日

№１排水口

⑧ (用水） ⑪ (総排水量）

② (用水） ② (排水） 上水道 ○○㎥／日 ⑧ (排水） 総排水量　◎◎㎥／日

上 水 道　 ○○㎥／日 作業排水◇◇㎥／日 生活排水○○㎥／日 （排水⑧＋排水⑨＋排水⑩）

工業用水　◇◇㎥／日 冷 却 水○○㎥／日 ⑨ (用水）
合　　　計　◎◎㎥／日 合　　　計◎◎㎥／日 上水道 ○○㎥／日 ⑨ (排水） №２排水口

生活排水○○㎥／日

⑩ (用水）
上水道 ○○㎥／日 ⑩ (排水）

生活排水○○㎥／日

□　□　槽

公
共
下
水
道
へ

乾　　　燥

除害施設

○　○　機

△△号特定施設名
食　堂

△　△　機
公
共
下
水
道
へ

加　　　工

㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎎／ℓ

□　□　槽

乾　　　燥

公
共
下
水
道
へ

除害施設

㎥／日 ㎥／日 ㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎎／ℓ

㎎／ℓ

㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎥／日 ㎥／日

(2基） ○　○　機

△　△　機

事務所

製　　　品 風呂場

加　　　工

ボイラー

製　　　品

別図６　　用水及び排水の系統図

ボイラー

◇ ◇ 材 料

手洗い場

×　×　機

○○号特定施設名

㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ

(2基） ×　×　機
㎥／日 ㎥／日 ㎎／ℓ

㎎／ℓ

㎎／ℓ

◇ ◇ 材 料
㎥／日 ㎥／日 ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎥／日 ㎥／日 ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ

㎥／日 ㎥／日 ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ ㎎／ℓ

別図５　　特定施設を含む操業系統図及び汚水の処理系統図

水　　量 水　　　質　　　(通常） 水　　　質　　　(最大）

通常 最大 ＰＨ Ｓ　Ｓ Ｚｎ Ｃｒ ＰＨ Ｓ　Ｓ Ｚｎ Ｃｒ



◎　工場又は事業場の操業系統を縦にフローシートとして記載し、特定施設番号及び特定施設の名称

を記入して下さい。

◎　特定施設を含む各施設から排出される汚水の除害施設に至るまでの処理系統(汚水の流れ）を横

に示して下さい。

◎　特定施設を含む各施設から排出される汚水の量及び水質、加工する材料の種類及び量、使用す

る薬品の種類及び量などを記入して下さい。

◎　（別図５）を元図として、その他の施設（風呂、食堂など）を含め、フローシートとして記載し、各施設

の用水の種類及び量、排出される汚水の種類及び量を記入して下さい。

　また、公共下水道への排水口№も明示して下さい。

（注）　この図は（別図５）に合わせて記載し、（別図５・６）として添付しても結構です。

別図５　　特定施設を含む操業系統図・汚水の処理系統図

別図６　　用水及び排水の系統図


